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国総研  研究評価・推進課  宛  

皆さまの声をお聞かせ下さい！！ 

“国総研レポート  2018 に関するアンケート” 
（アンケートは、国総研ホームページ（http://www.nilim.go.jp)上のフォームからも

ご回答いただけます。） 

  「国総研レポート」は、国総研の一年間の研究動向・成果や成果の活用事例を紹介
することを目的として発行しています。  
 皆さまのご意見、ご感想を基に、コンテンツの改善を図ってまいりたいと考えてお
りますので、下記アンケートにご協力をお願いいたします。  

Q1．職業、性別、年齢についてお尋ねします。（番号に○をお付けください）  

  職業： 1.民間企業【 a.建設業  b.コンサルタント  c.その他】

2.特殊法人・特殊会社  3.財団・社団法人 4.独立行政法人

5.地方公共団体 6.大学等教育機関 7.学生

8.国の機関【 a.国土交通省  b.国土交通省以外】  9.その他（   ）  

    性別： 1.男性   2.女性

  年齢： 1.１０代  2.２０代  3.３０代  4.４０代  5.５０代  6.６０代以上  

Q2．本書を読んでの感想をお尋ねします。（番号に○をお付けください）  

(1)業務に役立ちましたか？      (1-2)どのように役立ちましたか？  

1.大変役立った 1.本書で新たな知見や情報を得た

2.やや役立った 2.詳しい情報の所在にたどり着いた

3.あまり役立たない 3.その他（ ）  

4.まったく役立たない

(2)理解しやすい記述でしたか？

1.大変そう思う

2.ややそう思う

3.あまりそう思わない

4.まったくそう思わない

Q3. どの記事に興味・関心を持たれましたか？（ページ番号をご記入ください）  

Q4. 次の点について、ご意見・ご要望（改善すべき点等）をお聞かせください。  

(1)本書の内容

(2)本書の体裁・見やすさ

(3)その他

ご協力ありがとうございました。  上記宛て FAX いただきますようお願いいたします。  
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